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【研究活動の要約】 

  熱中症やヒートショックによる健康被害は多く，この原因による死者数は，交通事故を上回ると言

われている。これを避けるためには，温湿度の実態を測定して，現状を把握するとともに，居住者が

温湿度を把握して，適切に対処できることが重要である。また，同時に温暖化対策としての省エネル

ギーに配慮することも求められる。この観点から以下の３つを対象とした調査を行った。１．住宅で

の夏期と冬期の温湿度の実態調査，２．空調が導入されている小中学校の児童・生徒，教員，保護者

の意識調査，３．京都学生祭典の打ち水への参加による意識と行動の変化の調査，である。 

 

【研究活動の成果】 

 住宅での夏期と冬期の温湿度の実態調査を行ったところ，夏期の室温かなり高く，熱中症発生の危険

があることが危惧された。また，冬期は室の間の温度差がかなりみられ，最低室温もかなり低いのでヒ

ートショックの発症が危惧されることが明らかになった。また，温湿度を知ることによって行動面での

対策を促した例も見られた。 

 小中学校の調査では，空調教室は今までの調査と同様に「学校環境衛生基準」を満たす 30℃以下で

あり、児童・生徒と教員ともに快適感、満足度は高い。しかし、座席による暑さや寒さの違いも指摘さ

れた。 授業態度の改善には継続がみられた。児童・生徒は非空調教室への拒否感をもっているが、外

で遊ぶことが減少したとはいえない。また、環境への意識については、エアコンが環境と結びつかない

点もあるが、環境教育によって関心を高めることができると考えられる。 

 学生祭典参加者の調査からは，環境配慮意識の高い人のさらなる変化が大きいことが示唆された。 
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